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会誌「友松」は、この号から版を少々小さくし８

ページのものになり、内容も充実させている。 
会長は「母校の将来」と題した巻頭言に「芸学部

の本質について従来は『教員の養成を目的とせず』

との見解を堅持し、寧ろ教員養成を口にするが如き

は自らを低めるものだとする一派が存した事は厳と

した事実であって、吾々友松会は深くこれを遺憾と

し、判然とした一線の引かれるのを待望していた。

然る処今般中教審は明快な態度で本問題に踏み切り

をつけて文部大臣へ答申が為された。よって恐らく

近く文部当局の採択するところとなり、政府の財政

的裏付を得て実施に移るのもごく近い将来のことと

考えられる」と記している。 
そして、最後に「わが友松会は敢然として立つ! と

いうことをここに申し上げておきたい」とむすんで

いる。 

 
会計報告を見ると、決算額が 1,329,410 円と百万円を超え

事業費には 70 万円以上を支出し、ますます事業を充実させて

いることがうかがえる。 
知事表彰を受

けた会員は、40
年におよぶ教員

生活を振り返り、

母校で学んだこ

とへの感謝を述

べている。 
会員投稿覧の

「初教壇」には、３人の初任教員が、県下の学校で活躍している様

子を書いていて「大変であるが充実した教員生活を送っている」等、

当時の教育現場を知ることができる。 
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